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会
　
　
報

◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

　
五
月
三
十
一
日
（
月
）、
本
学
に
お
い
て
、
第
二
十
八
回
奈
良
大

学
史
学
会
総
会
を
行
っ
た
。

　
二
〇
〇
九
年
度
の
決
算
・
会
計
監
査
報
告
及
び
事
業
報
告
が
行
わ

れ
、
つ
い
で
二
〇
一
〇
年
度
の
役
員
人
事
案
・
事
業
計
画
案
と
そ
れ

に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
二
〇
一
〇
年
度
の
役
員
は
以
下
の
通
り
。

▽
会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
将
芳

▽
副
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
克

▽
教
員
委
員

　
　（
編
集
）　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
将
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
立
　
広
明

　
　（
会
計
）　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
芳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
立
　
広
明

　
　（
庶
務
・
交
換
）　
　
　
　
　
森
田
　
憲
司

　
　（
監
査
）　
　
　
　
　
　
　
　
下
坂
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
　
保
広

▽
学
生
委
員

　
　（
代
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遼
太

　
　（
副
代
表
）　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
悠
太

　
　（
青
垣
祭
企
画
実
行
局
長
）　
常
包
　
春
花

　
　（
総
務
・
広
報
局
長
）　
　
　
西
岡
　
　
梢

　
　（
四
回
生
委
員
）　
　
　
　
　
梅
谷
　
祐
舗
　
　
大
前
　
拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
岡
　
初
奈
　
　
坂
本
　
真
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
恵
梨
香
　
　
中
原
　
大
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
拡
志
　
　
山
本
　
洋
光

　
　（
三
回
生
委
員
）　
　
　
　
　
大
川
　
祐
平
　
　
金
　
　
達
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
谷
　
　
悟
　
　
鈴
木
　
悠
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遼
太
　
　
常
包
　
春
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
　
梢
　
　
平
田
　
弥
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
康
介

　
　（
二
回
生
委
員
）　
　
　
　
　
景
山
　
美
和
　
　
嘉
島
　
暢
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
川
　
美
穂
　
　
清
水
　
翔
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
　
脩
平
　
　
高
田
　
洸
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
清
貴
　
　
中
田
　
優
香
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山
室
　
諒
太

　
　（
一
回
生
委
員
）　
　
　
　
　
池
田
　
奈
生
　
　
大
橋
由
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
　
　
命
　
　
野
村
　
夏
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
　
京
佳
　
　
福
角
　
和
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
尾
　
泰
亮
　
　
渡
邉
　
将
真

◇
特
別
講
義

　
五
月
三
十
一
日
（
月
）、
史
学
会
総
会
に
引
き
続
き
、
特
別
講
義

が
行
わ
れ
た
。
講
師
・
演
題
は
以
下
の
通
り
。

　
八
杉
　
　
淳
氏
（
草
津
市
立
草
津
宿
街
道
交
流
館
館
長
）

　
　「
街
道
の
魅
力
」

　
一
月
二
十
四
日
（
月
）、
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
師
・
演
題

は
以
下
の
通
り
。

　
根
津
由
喜
夫
氏
（
金
沢
大
学
教
授
）

　
　「
カ
フ
カ
ー
ス
か
ら
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ

　
　
　
―
あ
る
グ
ル
ジ
ア
系
ビ
ザ
ン
ツ
軍
人
の
遍
歴
」

◇
青
垣
祭

　
本
年
度
は
テ
ー
マ
を
「
鎖
国
〜
長
崎
貿
易
と
キ
リ
ス
ト
教
」
と
し
、

展
示
発
表
を
行
っ
た
。
鎖
国
か
ら
開
国
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
こ

と
で
、
現
代
の
恵
ま
れ
た
日
本
を
新
た
な
目
線
で
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
会
場
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
」「
貿
易
」「
学
問
」
に
大
き
く
分
け
て

パ
ネ
ル
や
資
料
、
模
型
や
地
図
な
ど
を
用
い
解
説
し
た
。
多
く
の
方

に
ご
好
評
を
頂
き
、
青
垣
大
賞
制
作
委
員
会
よ
り
「
創
造
企
画
賞
企

画
部
」
一
位
に
選
ば
れ
た
。
天
候
が
悪
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

十
月
三
十
一
日
（
日
）
か
ら
十
一
月
二
日
（
火
）
の
三
日
間
で
三
○

○
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

◇
体
験
ツ
ア
ー

　
今
年
の
体
験
ツ
ア
ー
は
、
六
月
六
日
（
日
）
に
「
清
水
寺
・
八
坂

神
社
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

に
、「
大
阪
城
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
大
阪
城
お
よ
び
周
辺
の

歴
史
あ
る
建
造
物
を
、
学
生
委
員
の
解
説
を
交
え
て
見
学
し
た
。

◇
「
史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

　
奈
良
大
学
史
学
会
の
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、「
史
学
会
会

報
」
を
四
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
に

発
行
し
、
史
学
会
の
企
画
案
内
や
季
節
の
話
題
等
を
掲
載
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
も
一
回
生
を
対
象
に
、
来
年
度
以
降
の
講
読
・
ゼ
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ミ
を
決
定
す
る
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て
、
各
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学

生
の
執
筆
に
よ
る
「
講
読
紹
介
」
を
十
二
月
に
発
行
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

【
日
本
史
】

藤
原
京
廃
都
に
つ
い
て
の
考
察 

出
永
　
大
樹

律
令
国
家
の
用
水
政
策
に
つ
い
て 

岩
田
　
展
世

古
代
東
北
の
城
柵 

大
内
　
佑
輝

古
代
陰
陽
寮
に
つ
い
て 

大
平
　
博
之

尾
張
国
正
税
帳
に
つ
い
て 

岡
田
美
保
子

中
男
作
物
と
贄
に
つ
い
て
の
考
察 
喜
多
村
早
弥
華

富
本
銭
の
性
格
と
そ
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
考
察 
小
嶋
　
　
力

勘
解
由
使
に
つ
い
て
の
一
考
察 

小
原
　
綾
乃

　
　
　
―
大
同
元
年
の
廃
止
を
中
心
に
―

授
刀
舎
人
考 

下
元
　
美
輝

　
　
　 

―
授
刀
舎
人
を
「
天
皇
私
兵
」
と
す
る
学
説
の
再
考
察
―

調
庸
違
反
に
お
け
る
対
国
司
策 

菅
野
　
美
雪

高
市
皇
子
に
つ
い
て 

新
田
　
真
里

　
　
　
―
天
皇
の
即
位
と
母
の
出
自
―

奈
良
時
代
の
僧
綱
に
つ
い
て 

野
﨑
　
千
裕

奈
良
時
代
の
火
災
記
事
に
つ
い
て 

吹
井
　
　
愛

古
代
の
恩
赦
に
つ
い
て
の
一
考
察 

藤
田
　
武
司

　
　
　
―
窃
盗
の
赦
か
ら
の
除
外
を
中
心
に
―

大
后
制
の
諸
問
題 

堀
　
あ
ゆ
み

古
代
日
本
の
対
新
羅
関
係
に
つ
い
て 

宮
村
　
耕
平

　
　
　
―
白
村
江
で
の
衝
突
、
そ
し
て
―

律
令
祭
祀
と
相
嘗
祭 

村
山
　
巴
紀

律
令
国
家
に
お
け
る
調
庸
粗
悪
違
期
未
進
の
問
題 

矢
野
　
雄
悟

　
　
　
―
宝
亀
・
延
暦
期
を
中
心
に
―

光
明
皇
太
后
の
権
限
に
つ
い
て 

山
下
み
な
美

古
代
に
お
け
る
過
所
の
一
考
察 

義
本
　
　
愛

古
代
天
皇
の
譲
位 

渡
辺
　
由
夏

　
　
　
―
奈
良
時
代
の
女
性
太
上
天
皇
―

古
代
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て 

小
寺
　
郁
雄

日
渤
交
渉
に
つ
い
て
の
一
考
察 

舘
　
　
大
輔

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

三
河
国
松
平
氏
に
つ
い
て
の
考
察 

伊
藤
　
芳
樹

　
　
　
―
安
城
松
平
氏
を
中
心
と
し
て
―

戦
国
期
東
濃
諸
豪
族
の
争
い 

岩
島
　
健
吾



－162－

中
世
土
佐
に
お
け
る
香
宗
我
部
氏
の
実
像 

牛
島
　
良
太

伊
予
の
国
人
衆 

亀
岡
　
晋
也

　
　
　
―
河
野
氏
と
の
関
係
か
ら

室
町
幕
府
に
よ
る
外
様
守
護
登
用
に
関
す
る
考
察 

酒
井
　
雅
規

　
　
　
―
外
様
守
護
の
持
つ
在
地
へ
の
影
響
力
と
そ
の
権
限
を
中
心
に
―

戦
国
時
代
に
お
け
る
石
見
銀
山
に
つ
い
て 

坂
根
　
良
平

　
　
　
―
流
通
と
対
外
関
係
を
中
心
に
―

太
平
記
に
あ
ら
わ
れ
る
人
物
像
の
変
遷 

開
　
裕
美
子

戦
国
期
織
田
家
に
関
す
る
考
察 

高
木
　
裕
司

室
町
期
伊
達
氏
の
勢
力
拡
大
に
つ
い
て
の
考
察 

髙
橋
　
　
進

織
田
信
長
の
人
物
像 

玉
井
　
　
翔

古
琉
球
時
代
に
お
け
る
神
女
組
織
の
一
考
察 
手
嶋
　
幸
子

　
　
　
―
聞
得
大
君
・
ノ
ロ
を
中
心
に
―

異
類
異
形
と
言
わ
れ
た
人
々
に
つ
い
て 

中
津
井
祐
貴

　
　
　
―
畏
怖
視
か
ら
卑
賤
視
へ
―

中
世
都
市
山
口
に
つ
い
て 

西
村
　
　
健

　
　
　
―
大
内
文
化
の
展
開
―

杣
の
存
在
形
態
の
変
化 

納
田
　
敬
悟

　
　
　
―
板
蝿
杣
を
中
心
に
―

中
世
沖
縄
に
お
け
る
グ
ス
ク
の
役
割
に
つ
い
て 

前
田
　
雄
基

戦
国
期
に
お
け
る
村
上
水
軍
の
経
済
活
動
に
つ
い
て 

松
島
　
佑
希

秀
吉
の
大
坂
築
城
の
意
義 

水
野
　
陽
介

徳
川
家
康
の
一
生 

矢
野
　
雄
貴

本
多
忠
勝
の
生
涯 

米
田
　
優
人

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

安
国
寺
恵
瓊
に
つ
い
て 

磯
崎
　
光
一

　
　
　
―
毛
利
氏
・
豊
臣
政
権
と
の
関
係
を
中
心
に
―

桶
狭
間
合
戦
に
つ
い
て
の
一
考
察 

打
川
　
洋
貴

　
　
　
―
合
戦
の
起
因
・
経
過
・
勝
敗
か
ら
考
え
る
両
軍
の
兵
力
差
―

桶
狭
間
の
戦
い
か
ら
本
能
寺
の
変
ま
で
の

　
徳
川
家
康
の
動
向
に
つ
い
て
の
研
究 

加
藤
　
啓
佑

長
篠
の
戦
い
に
つ
い
て
の
考
察 

佐
野
　
浩
介

　
　
　
―
史
料
か
ら
み
る
両
軍
の
動
き
と
信
長
の
戦
略
―

関
ヶ
原
合
戦
に
関
す
る
一
考
察 

須
田
　
雄
介

　
　
　
―
小
早
川
秀
秋
の
動
向
と
北
政
所
―

長
宗
我
部
氏
と
織
田
氏
の
同
盟
関
係
に
於
け
る
一
考
察

 

隅
田
　
晋
成

石
山
合
戦
に
つ
い
て
の
考
察 

高
山
　
朋
之

　
　
　
―
石
山
籠
城
以
前
の
外
交
を
中
心
に
―
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今
川
氏
真
政
権
に
つ
い
て
の
考
察 

田
中
　
雅
人

　
　
　
―
家
督
移
譲
か
ら
政
権
末
期
ま
で
に
見
る
今
川
氏
の
欠
陥
―

三
方
ヶ
原
の
戦
い 

長
尾
　
和
輝

　
　
　
―
武
田
氏
を
中
心
に
―

北
政
所
に
つ
い
て
の
一
考
察 

蓮
尾
　
礎
礼

　
　
　
―
秀
吉
の
死
と
関
ヶ
原
合
戦
―

千
利
休
の
死
に
つ
い
て 

林
　
　
伶
奈

中
世
に
お
け
る
陰
陽
道
に
つ
い
て 

細
田
　
慈
人

看
聞
日
記
に
関
す
る
考
察 

堀
内
　
愛
歩

　
　
　
―
食
物
の
贈
答
を
中
心
に
―

浅
井
と
織
田
の
関
係
に
つ
い
て 

山
口
　
萌
美

　
　
　
―
婚
姻
と
裏
切
り
の
理
由
―

元
亀
争
乱
に
つ
い
て
の
考
察 
山
下
実
菜
子

　
　
　
―
信
長
の
戦
い
と
戦
略
―

山
城
国
一
揆
に
つ
い
て 

山
田
　
俊
幸

　
　
　
―
国
人
・
農
民
の
動
き
か
ら
の
考
察
―

北
条
政
子
に
つ
い
て
の
考
察 

山
戸
真
理
菜

　
　
　
―
中
世
前
期
女
性
か
ら
み
た
評
価
と
実
態
―

中
世
史
の
終
焉 

畑
　
　
良
知

　
　
　
　
―
九
戸
政
実
の
乱
に
つ
い
て
―

伊
達
政
宗
に
関
す
る
考
察 

栢
本
　
静
香

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

近
世
の
化
物
観
と
身
体
思
想 

五
十
嵐
な
な

近
世
前
期
の
大
坂
三
津
寺
町
か
ら
見
る
町
共
同
体
の

　
変
化
に
つ
い
て 

泉
　
　
　
慧

近
世
中
期
に
お
け
る
石
門
心
学
の
成
立
と
発
展 

伊
藤
　
大
貴

『
聖
教
要
録
』
に
見
る
一
七
世
紀
後
半
の
政
治
と
思
想  

岩
本
　
　
聡

家
督
相
続
問
題
か
ら
み
る
徳
川
光
圀
の
思
想 

恩
澤
　
文
男

江
戸
時
代
の
海
運
と
そ
れ
に
伴
う
海
難
救
助
制
度 

片
山
　
隆
弘

江
戸
時
代
中
・
後
期
京
都
の
都
市
化
と
緑
化
へ
の
関
心

 

兼
田
　
和
弥

近
世
大
坂
に
お
け
る
都
市
内
交
通
に
つ
い
て
の
考
察 

小
山
　
美
和

江
戸
時
代
の
稲
荷
信
仰
と
祭
礼
に
つ
い
て 

﨑
山
　
実
奈

近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
富
士
講
の
思
想
と
民
衆
の
行
動

                   

鈴
木
　
裕
介

近
世
中
期
以
降
の
賤
民
支
配
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て 

伊
達
　
彩
乃

近
世
に
お
け
る
密
通
仕
置
の
変
遷
に
関
す
る
歴
史
的
考
察

                    

登
川
　
美
希

熊
沢
蕃
山
の
教
育
思
想
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
の
考
察

 

德
永
　
正
彦
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江
戸
時
代
の
大
和
川
水
運
に
お
け
る
剣
先
船
の
役
割 

中
屋
　
靖
孝

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
「
忠
臣
蔵
」
文
化
の
展
開 

廣
瀬
　
友
香

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
を
と
お
し
て
み
る
近
世
後
期
の
旅
文
化

 

藤
本
　
敦
仁

江
戸
時
代
の
村
方
文
書
に
み
る
算
用
実
例
の
研
究 

藤
原
　
貴
大

江
戸
時
代
に
お
け
る
薬
品
産
業
の
展
開
と
民
間
の
動
向

                 

森
岡
　
典
子

徳
川
吉
宗
の
藩
政
か
ら
幕
政
へ
の
展
開 

山
路
　
真
規

近
世
中
期
・
後
期
に
お
け
る
江
戸
の
銭
湯
文
化 

和
田
　
英
美

明
和
度
・
文
政
度
お
か
げ
参
り
に
お
け
る
施
行
と
接
待
の
研
究

 

赤
松
　
英
幸

近
世
に
お
け
る
善
光
寺
領
の
政
治
体
制
に
つ
い
て 
中
澤
由
香
里

近
世
後
期
に
お
け
る
間
引
き
と
堕
胎
を
め
ぐ
る
政
治
と
民
衆

 

峯
　
　
和
美

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

戦
後
日
本
の
発
展
と
家
庭
の
変
化 

伊
藤
　
正
尋

　
　
　
―
女
性
が
働
き
に
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
―

幕
末
に
お
け
る
人
と
食
と
の
関
わ
り 

金
野
　
恭
子

　
　
　
―
小
梅
日
記
を
分
析
し
て
―

中
国
を
め
ぐ
る
列
強
と
日
本 

佐
々
木
俊
介

　
　
　
―
満
韓
問
題
と
日
露
・
日
英
交
渉
―

鳥
羽
・
伏
見
戦
争
と
藤
堂
藩 

塩
原
　
佑
介

大
久
保
利
通
論 

島
　
佑
太
郎

明
治
維
新
後
の
島
根
の
教
育 

須
田
　
大
介

山
県
有
朋
と
奇
兵
隊 

田
井
中
亨
介

　
　
　
―
長
州
藩
の
変
革
、
そ
し
て
維
新
の
道
―

明
治
社
会
と
身
分 

中
川
　
祥
吾

　
　
　
―
あ
る
巡
査
（
士
族
）
の
見
た
西
南
戦
争
―

吉
田
松
陰
と
被
差
別
部
落 

中
村
久
美
子

　
　
　
―
女
囚
高
須
久
子
と
の
出
会
い
の
中
で
―

明
治
天
皇
論 

永
野
　
雅
也

　
　
　
―
天
皇
睦
仁
と
い
う
人
物
―

高
度
成
長
と
砺
波 

畑
　
　
一
哉

　
　
　
―
農
業
の
変
遷
に
つ
い
て
―

蘭
学
を
志
す
人
々 

福
富
　
健
資

石
橋
湛
山
に
つ
い
て
の
一
考
察 

水
木
　
崇
行

大
和
天
誅
組
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察 

森
本
　
　
敦

本
願
寺
の
海
外
活
動
と
教
育 

山
田
　
真
未
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幕
末
に
お
け
る
彦
根
蕃
の
情
報
収
集 

吉
川
　
神
奈

　
　
　
―
長
野
主
膳
の
人
脈
に
つ
い
て
―

「
満
州
国
」
と
石
原
莞
爾 

太
田
　
直
人

【
東
洋
史
】

刑
罰
規
定
よ
り
見
た
漢
代
の
郷
里
社
会 

伊
藤
　
愛
実

『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
比
較
研
究 

江
草
　
真
緒

　
　
　
―
儒
教
と
く
に
董
仲
舒
を
中
心
と
し
て
―

漢
代
の
尚
書
に
つ
い
て 

岡
田
　
憲
征

　
　
　
―
前
漢
の
領
尚
書
事
―

匈
奴
の
経
済
活
動
に
つ
い
て 

桂
　
　
靖
子

曹
魏
政
権
下
に
お
け
る
初
期
道
教
に
つ
い
て 
小
林
　
大
祐

孫
呉
政
権
に
お
け
る
江
南
豪
族
の
役
割 
小
松
　
恭
之

　
　
　
―
江
南
豪
族
と
江
北
系
人
士
の
比
較
―

後
漢
豪
族
連
合
政
権
論
の
再
考
察 

菰
田
　
逸
平

半
両
銭
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て 

春
原
健
太
郎

春
秋
戦
国
期
に
お
け
る
「
夏
」 

北
郷
　
晃
士

匈
奴
の
支
配
構
造
に
つ
い
て 

丸
橋
　
主
宜

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
三
世
期
の
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

 

伊
藤
　
友
香

日
本
統
治
時
代
へ
の
台
湾
に
お
け
る
評
価
の
変
遷 

今
川
　
和
紀

　
　
　
―
最
近
の
台
湾
で
の
嘉
南
大
圳
と
そ
の
設
計
者
八
田
與
一
の

　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て
―

西
洋
の
衝
撃
へ
の
清
末
知
識
人
の
対
応 

上
野
　
一
樹

一
七
、
一
八
世
紀
国
際
流
通
に
お
け
る
琉
球 

北
島
　
朋
子

　
　
　
―
幕
藩
体
制
下
で
の
薩
琉
の
動
向
―

清
末
民
国
初
期
の
反
纏
足
運
動 

武
内
菜
津
美

　
　
　
―
西
洋
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
―

清
と
列
強
各
国
と
の
不
平
等
条
約
に
つ
い
て 

岩
谷
　
哲
也

雲
南
地
方
の
回
族 

速
水
　
　
優

【
西
洋
史
】

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
と
人
々 

幾
島
久
美
子

　
　
　
―
オ
シ
リ
ス
信
仰
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
生
活
・
思
想
―

ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
と
四
皇
帝
の
年 

石
川
　
拓
紀

　
　
　
―
ロ
ー
マ
帝
国
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
―

西
洋
中
世
の
子
ど
も
た
ち 

伊
山
　
芳
子

　
　
　
―
愛
情
と
〈
子
ど
も
期
〉
の
存
在
に
つ
い
て
―
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古
典
期
ア
テ
ナ
イ
の
女
性
に
つ
い
て 

粂
　
　
智
章

　
　
　
―
史
料
か
ら
み
る
女
性
た
ち
―

ロ
ー
マ
教
皇
と
聖
職
叙
任
権
闘
争 

塩
川
　
拓
磨

　
　
　
―
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
「
教
皇
令
書
」
に
つ
い
て
の
考
察
―

剣
闘
士
と
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

清
水
　
庸
子

　
　
　
―
中
央
と
地
方
の
比
較
を
中
心
に
し
て
―

ア
ー
サ
ー
王
伝
説
の
起
源
と
そ
の
変
容 

谷
浦
　
慶
一

　
　
　
―
多
民
族
国
家
形
成
に
お
け
る
象
徴
と
し
て
の
ア
ー
サ
ー
―

十
字
軍
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世 

辻
　
俊
太
朗

　
　
　
―
キ
リ
ス
ト
教
理
念
に
お
け
る
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
―

中
世
に
お
け
る
ロ
ー
マ
巡
礼
と
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂

 
橋
田
裕
貴
子

ベ
ギ
ン
会
と
西
洋
中
世
の
女
性
達 
林
　
　
絵
美

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
変
容 

東
　
　
君
弥

ビ
ザ
ン
ツ
と
十
字
軍 

牧
山
　
友
香

　
　
　
―
第
四
回
十
字
軍
へ
の
過
程
―

ロ
ー
マ
の
記
念
門 

山
下
真
有
美

　
　
　
―
様
式
の
変
遷
と
社
会
的
背
景
―

サ
ガ
に
見
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
社
会 

横
田
　
　
勉

　
　
　
―
そ
の
独
特
な
生
活
形
態
―

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
テ
マ
制
の
成
立
と
発
展 

吉
田
　
紘
和

　
　
　
―
八
世
紀
を
中
心
に
―

食
か
ら
見
た
ロ
ー
マ
帝
国 

吉
田
　
理
沙

　
　
　
―
帝
政
期
の
食
卓
に
与
え
た
影
響
と
、
そ
の
食
卓
風
景
―

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
美
術
に
見
る
美
の
理
念
の
変
容
に
つ
い
て

 

宮
坂
　
真
也

ギ
リ
シ
ア
本
土
に
お
け
る
ミ
ケ
ー
ネ
文
明
の
興
亡
と
そ
の
影
響

　
主
に
文
明
崩
壊
の
原
因
に
つ
い
て 

田
中
孝
太
郎

百
年
戦
争
と
傭
兵 

穗
刈
　
裕
樹

ロ
ー
マ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
と
ケ
ル
ト
人 

河
村
　
友
香

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

イ
ス
ラ
ー
ム
の
ヴ
ェ
ー
ル
と
西
洋
社
会 

伊
藤
　
美
怜

　
　
　
―
ト
ル
コ
と
フ
ラ
ン
ス
の
世
俗
社
会
で
の
ス
カ
ー
フ
論
争
―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
魔
女
狩
り
と
魔
女
像
の
変
貌 

大
坪
　
加
奈

映
画
か
ら
見
る
ア
メ
リ
カ
像 

黒
石
三
容
子

　
　
　
―
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
一
考
察
―

戦
後
ド
イ
ツ
の
歴
史
教
科
書
対
話 

柴
田
　
実
穂

　
　
　
―
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
教
科
書
会
議
に
至
る
経
緯
と
成
果
―

ア
ス
テ
カ
と
人
身
供
犠 

山
本
　
み
き



－167－

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
に
関
す
る
一
考
察 

歴
舎
　
嵩
人

　
　
　
―
二
宮
宏
之
氏
の
社
団
国
家
論
を
基
に
―

平
成
二
十
一
年
度
文
学
研
究
科
修
士
論
文
題
目（

史
学
関
係
）

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
高
野
山
勧
進
集
団
の
変
容

　
　
　
―
応
其
を
中
心
に
― 

大
下
　
　
永

古
代
地
方
市
に
お
け
る
諸
問
題 

下
村
　
嘉
輝

　
　
　
―
国
府
市
を
中
心
に
―

中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
村
上
氏
の
基
礎
的
考
察 

野
口
　
敦
史

宋
代
海
商
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
考
察 
槇
田
絵
里
香

『
清
代
鳳
山
県
の
族
群
と
社
会
構
造
』 
森
島
　
雅
治

　
　
　
―
漢
人
と
原
住
民
の
関
係
に
つ
い
て
―

戦
前
期
に
お
け
る
「
家
の
光
」
の
社
会
的
役
割
に
関
す
る
史
的
考
察

 

中
村
真
理
子

洞
院
実
世
の
研
究 

近
藤
　
淳
司

　
　
　
―
後
醍
醐
天
皇
側
近
の
人
生
―

受
贈
雑
誌
及
び
図
書

　
雑
　
誌

愛
大
史
学
―
日
本
史
・
ア
ジ
ア
史
・
地
理
学
―
（
愛
知
大
学
文
学
部

人
文
社
会
学
科
）
第
一
九
号

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
（
愛
知
大
学
）
第
五
五
号

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
第
一
四
一
・
一
四
二
号

青
山
史
学
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
）
第
二
八
号

ア
カ
デ
ミ
ア
　
人
文
・
社
会
科
学
編
（
南
山
大
学
）
第
九
〇
・
九
一

号
ア
ジ
ア
学
科
年
報（
追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
ア
ジ
ア
学
科
）

第
三
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
）
第
三
六
号

ア
ジ
ア
史
学
論
集
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
松
浦

茂
研
究
室
）
第
三
号

ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
（
東
北
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
ア
ジ
ア

文
化
史
専
攻
）
第
一
〇
号

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
（
成
城
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
会
）
第
一

一
号

い
た
み
（
伊
丹
市
立
博
物
館
）
第
三
九
号
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岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
史
学
会
）
第
九
〇
、
九
一
号

エ
ジ
プ
ト
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
エ
ジ
プ
ト
学
会
）
第
一
四
〜
一
六

号
エ
ジ
プ
ト
学
研
究
別
冊
（
早
稲
田
大
学
エ
ジ
プ
ト
学
会
）
第
一
一
〜

一
四
号

鷹
陵
史
学
（
鷹
陵
史
学
会
）
第
三
五
号

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
大
分
歴
史
博
物
館
）
第
一
〇
号
、

第
一
一
号

大
谷
大
学
史
学
論
究
（
大
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
）
第
一
四
号

お
茶
の
水
史
学
（
お
茶
の
水
大
学
読
史
会
）
第
五
三
号

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）
第
四
八
号

学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
（
学
習
院
大
学
史
料
館
）
第
一
六
号

漢
学
研
究
通
訊
（
漢
学
研
究
中
心
）
二
八
巻
第
四
期
、
二
九
巻
第
一

期
、
二
期

京
都
歴
史
災
害
研
究
（
京
都
歴
史
災
害
研
究
会
）
第
一
一
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学
（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
）
第
六
四
号

熊
本
史
学
（
熊
本
史
学
会
）
第
九
二
号

研
究
紀
要
（
秋
田
県
公
文
書
館
）
第
一
六
号

研
究
紀
要
　
史
学
編
（
京
都
女
子
大
学
）
第
九
号

研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
第
三
六
号

研
究
紀
要
（
富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈）
第
一
六
、
一
七
号

研
究
論
集
（
河
合
文
化
教
育
研
究
所
）
第
七
号

元
史
及
民
族
与
辺
境
研
究
（
南
京
大
学
元
史
研
究
室
）
第
二
一
号

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）
第
二
五
号

国
士
舘
史
学
（
国
士
舘
大
学
日
本
史
学
会
）
第
一
四
号

国
史
研
究
（
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
）
第
一
二
八
号

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
第
五
〇
号

国
際
日
本
学
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
）
第
七
号

古
代
ア
メ
リ
カ
（
古
代
ア
メ
リ
カ
学
会
）
第
一
二
号

史
苑
（
立
教
大
学
史
学
会
）
第
七
〇
巻
第
一
号

史
学
（
三
田
史
学
会
）
七
八
巻
第
四
号
、
第
七
九
巻
第
一
〜
三
号

史
学
研
究
集
録
（
国
学
院
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
大
学
院
会
）
第
三

五
号

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
第
一
六
二
号

史
聚
（
史
聚
会
）
第
四
三
号

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
第
一
一
一
、
一
一
二
号

史
窗
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
第
六
七
号

史
艸
（
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
）
第
五
〇
号

史
叢
（
日
本
大
学
史
学
会
）
第
八
〇
〜
八
二
号

市
大
日
本
史
（
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
）
第
一
三
号
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四
天
王
寺
大
学
紀
要
（
四
天
王
寺
大
学
紀
要
編
集
委
員
会
）
第
四
八

号
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
年
報
（
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
平
成

二
一
年
度

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
第
四
一
号

就
実
大
学
史
学
論
叢
（
就
実
大
学
総
合
歴
史
学
科
）
第
二
四
号

秋
大
史
学
（
秋
田
大
学
史
学
会
）
第
五
六
号

上
智
史
学
（
上
智
大
学
史
学
会
）
第
五
四
号

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）
第
一
九
号

資
料
館
紀
要
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
第
三
八
号

神
女
大
史
学
（
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）
第
二
六
号

信
大
史
学
（
信
大
史
学
会
）
第
三
四
号

人
文
学
報
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
）
歴
史
学
編
　
第
三
八
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究
（
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
）
第
二
三
号

住
友
史
料
館
報
（
住
友
史
料
館
）
第
四
一
号

西
洋
古
代
史
研
究
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
九
号

西
洋
史
学
報
（
広
島
西
洋
史
学
研
究
会
）
第
三
七
号

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
第
三
一
号

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
第
四
七
号
、
第
四
八
号

専
修
大
学
史
紀
要
（
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課
）
第
二
号

創
価
大
学
人
文
論
集
（
創
価
大
学
人
文
学
会
）
第
二
二
号

双
文
（
群
馬
県
立
文
書
館
）
第
二
七
号

近
松
研
究
所
紀
要
（
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
）
第
二
〇
号

千
葉
史
学
（
千
葉
歴
史
学
会
）
第
五
五
、
五
六
号

中
央
史
学
（
中
央
史
学
会
）
第
三
三
号

中
国
水
利
史
研
究
（
中
国
水
利
史
研
究
会
）
第
三
八
号

中
世
史
研
究
（
中
世
史
研
究
会
）
第
三
五
号

津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報（
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
）

第
四
四
号

敦
賀
論
叢
（
敦
賀
短
期
大
学
）
第
二
四
号

東
海
史
学
（
東
海
大
学
史
学
会
）
第
四
四
号

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）
第
一
四
号

唐
宋
変
革
研
究
通
訊
（
渡
辺
信
一
郎
）
第
一
輯

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
（
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
）
第
四

一
号

東
洋
史
苑
（
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
）
第
七
三
号
〜
七
五
号

東
洋
史
研
究
（
大
正
大
学
東
洋
史
研
究
会
）
第
三
号

東
洋
史
訪
（
史
訪
会
）
第
一
六
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
史
学
科
篇
（
東
洋
大
学
）
第
六
三
号
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東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
第
一
二
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
）
第
四
四

号
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
（
長
野
県
立
歴
史
館
）
第
一
六
号

七
隈
史
学
（
福
岡
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
七
隈
史
学
会
）
第
一
二

号
奈
良
歴
史
研
究
（
奈
良
歴
史
研
究
会
）
第
七
二
、
七
三
号

鳴
門
史
学
（
鳴
門
史
学
会
）
第
二
三
号

新
潟
史
学
（
新
潟
史
学
会
）
第
六
二
、
六
三
号

二
松
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
二
四
集

二
松
学
舎
大
学
大
学
論
集
（
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
）
第
五
三
号

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
四
〇
、
四
一
号

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
学

研
究
室
）
第
四
一
号

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
二
七
号
、

第
二
八
号

日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
（
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
）
第
四
〇
号

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
第
五
五
号

年
報
近
現
代
史
研
究
（
名
古
屋
大
学
近
現
代
史
研
究
会
）
第
二
巻

年
報
非
文
字
資
料
研
究
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文

字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
六
号

白
山
史
学
（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
）
第
四
六
号

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
大
阪
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）
第
七

号
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
（
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術

総
合
研
究
所
）
第
四
〇
集

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
）
第
五
二
号

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
三
、
四
号

弘
前
大
学
国
史
研
究
（
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
）
第
一
二
七
号

広
島
東
洋
史
学
報
（
広
島
東
洋
史
学
研
究
会
）
第
一
四
号

福
岡
教
育
大
学
紀
要
（
福
岡
教
育
大
学
）
第
五
九
号
第
二
分
冊
社
会

科
編

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
）
第
一
七
号

文
学
部
論
集
（
佛
教
大
学
文
学
部
）
第
九
四
号

法
政
史
学
（
法
政
大
学
史
学
会
）
第
七
二
号
、
七
三
号

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
第
三
六
号
、
三
七
号

北
大
史
学
（
北
京
大
学
歴
史
学
系
編
）
第
一
四
号

三
井
文
庫
論
叢
（
財
団
法
人
三
井
文
庫
）
第
四
三
号

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）
第
四
二
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巻
八
〜
一
二
号
、
第
四
三
巻
一
〜
三
号

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
）
第
五
号

山
口
県
史
研
究
（
山
口
県
県
史
編
さ
ん
室
）
第
一
八
号

米
沢
史
学
（
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
日
本
史
学
科
米
沢
史
学

会
）
第
二
五
号

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
（
東
北
学
院
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

所
、
大
学
院
文
学
研
究
科
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
専
攻
）
第
一
一
号

洛
北
史
学
（
洛
北
史
学
会
）
第
一
二
号

立
教
史
学
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
研
究
室
紀
要
）
創

刊
号

立
正
史
学
（
立
正
大
学
史
学
会
）
第
一
〇
六
、
一
〇
七
号

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
第
一
三
〇
、
一
三
一
号

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
第
一
一
三
、
一
一
四
号

歴
史
遺
産
研
究
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
歴
史
遺
産
学
科
）
第
五
号

歴
史
研
究
（
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
）
第
五
六
号

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
第
四
七
号

歴
史
人
類
（
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類

学
専
攻
）
第
三
八
号

歴
史
と
地
理
（
山
川
出
版
社
）
第
六
二
八
〜
六
三
四
号

和
菓
子
（
虎
屋
文
庫
）
第
一
七
号

　
図
　
書

秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
　
秋
田
藩
関
係
文
書
Ⅰ（
秋
田
県
公
文
書
舘
）

秋
田
県
庁
文
書
群
目
録
　
第
七
集
（
秋
田
県
公
文
書
舘
）

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
エ
ジ
プ
ト
最
後
通
牒
通
告
（
一
九
二
四
年
）
―

両
国
政
府
間
交
渉
と
の
関
連
性
を
中
心
に
―
　
川
久
保
一
美
（
津

田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
）

異
文
化
と
し
て
の
日
本
―
内
外
の
視
点
―
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学

研
究
セ
ン
タ
ー
）

江
戸
の
旅
　
物
見
遊
山
と
湯
治
（
草
津
宿
街
道
交
流
館
）

お
菓
子
も
楽
し
い
！
「
虎
屋
・
寅
年
・
虎
づ
く
し
」
展
（
虎
屋
文
庫
）

置
賜
地
域
の
終
末
期
古
墳
三
﹇
山
形
県
高
畠
町
安
久
津
古
墳
群
（
北

目
古
墳
群
）
第
二
次
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
﹈（
東
北
芸
術
工
科

大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
）

鬼
板
師
（
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
）

貝
塚
市
文
化
財
年
報
八
（
貝
塚
市
教
育
委
員
会
）

街
道
を
行
く
力
士
た
ち
と
近
江
の
相
撲
（
草
津
宿
街
道
交
流
館
）

要
家
文
書
に
見
る
岸
和
田
藩
領
の
村
と
そ
の
生
活
（
貝
塚
市
教
育
委

員
会
）

岐
阜
大
学
教
育
学
部
郷
土
博
物
館
収
蔵
目
録
（
二
）
美
濃
国
方
県
郡

木
田
村
　
山
田
家
文
書
目
録
（
岐
阜
大
学
地
域
学
部
地
域
資
料
・
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情
報
セ
ン
タ
ー
）

草
津
の
鉄
道
一
二
〇
年
（
草
津
宿
街
道
交
流
館
）

国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概
報
　
備
後
国
山
香
郷
一

（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録 

明
治
期
皇
室
・
来
賓
・
兵
事
・
軍
事

編
（
群
馬
県
立
文
書
館
）

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
二
八 

利
根
郡
昭
和
村
諸
家
文
書

（
群
馬
県
立
文
書
館
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
東
ア
ジ
ア
研
究
の
新
た
な
る
視
座
：
現
在
、

過
去
、
未
来
　
報
告
論
文
集
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

古
代
東
山
道
　
園
原
と
古
典
文
学
（
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
）

古
代
末
期
の
境
界
世
界
―
城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
を
中
心
と
し

て
―
（
法
政
大
学
日
本
文
化
研
究
所
）

「
篠
山
藩
青
山
家
文
書
」
絵
図
目
録
：
近
世
前
期
大
坂
周
辺
絵
図
（
鳴

海
邦
匡
）

四
天
王
寺
境
内
絵
図
集
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都
市

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

四
天
王
寺
所
蔵
文
書
目
録
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都

市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

専
修
大
学
の
歴
史
（
平
凡
社
）

大
都
市
近
郊
農
村
で
就
労
す
る
出
稼
ぎ
労
働
者
の
賃
金
格
差
と
そ
の

決
定
要
因
―
中
国
・
浙
江
省
慈
渓
市
の
就
業
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

―
　
小
原
江
里
香
（
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
）

第
二
の
ふ
る
さ
と
の
く
ら
し
（
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
）

豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
四
　
自
明
治
六
年
至
明
治
一
四
年
（
愛
知

大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
）

長
野
県
立
歴
史
館
収
蔵
文
書
目
録
九
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

日
本
と
韓
国
に
お
け
る
、
全
要
素
生
産
性
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
貢
献
、
及
び

資
源
再
配
分
の
効
果
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
研
究
報
告

第
五
五
号
）

日
本
文
化
の
中
の
天
皇
―
天
皇
と
は
―
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研

究
セ
ン
タ
ー
）

橋
立
神
社
南
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
加
賀
市
教
育
委
員
会
）

東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
黒
潮
圏
交
流
の
総
合
的
研
究
　
研
究
成
果

報
告
書
（
津
野
倫
明
）

『
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点

と
す
る
学
際
的
創
生
―
』「
寧
波
地
域
の
水
利
開
発
と
環
境
」]（「
寧

波
地
域
の
水
利
開
発
と
環
境
」
班
　
研
究
代
表
：
松
田
吉
郎
）

藤
田
先
生
退
職
記
念
近
世
政
治
史
論
叢
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）
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武
士
と
騎
士
　
日
欧
比
較
中
近
世
史
の
研
究
　
小
島
道
裕
編
（
思
文

閣
出
版
）

文
化
：
受
容
と
発
展
　
第
九
回
日
韓
・
韓
日
歴
史
家
会
議
報
告
書
（
財

団
法
人
　
日
韓
文
化
交
流
基
金
）

翻
訳
の
不
可
能
性
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

前
田
土
佐
守
家
資
料
館
所
蔵
品
目
録
　
前
田
土
佐
守
家
資
料
整
理
調

査
委
員
会
編
（
金
沢
市
）

木
簡
か
ら
古
代
が
み
え
る
〜
解
き
明
か
す
あ
ゆ
み
　
木
簡
研
究
の
三

〇
年
〜
（
木
簡
学
会
）

「
和
菓
子
の
歴
史
」
展
（
虎
屋
文
庫
）




